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第29回 なよろ産業まつり
「ゆきわらべイメージキャラクター」と「もち大使」が決定



八
月
二
十
六
日
、
第
二
十
九
回
な
よ
ろ
産
業
ま

つ
り
が
、
な
よ
ろ
健
康
の
森
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
昨
年
に
続
き
好
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
人

た
ち
が
会
場
に
足
を
運
ぶ
中
、
青
年
部
が
主
体
と

な
っ
て
巨
大
も
ち
つ
き
や
牧
草
ロ
ー
ル
転
が
し
レ

ー
ス
の
ほ
か
、
初
企
画
の
「
ゆ
き
わ
ら
べ
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
と
「
も
ち
大
使
」
の
公
開
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ

ま
し
た
。

市
や
道
北
な
よ
ろ
農
業
協
同
組
合
な
ど
で
組
織

す
る
実
行
委
員
会
が
主
催
と
な
り
、
午
前
九
時
半

か
ら
の
開
会
式
で
は
、
実
行
委
員
長
の
島
市
長
が

「
イ
ベ
ン
ト
も
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い
る
の
で
、
大

い
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
た
の
に
続
き
、

恒
例
の
人
気
企
画
と
な
っ
て
い
る
「
も
ち
ま
き
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
企
画
と
な
っ
た
公
開
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
は
、

名
寄
産
の
も
ち
米
で
作
っ
た
日
本
酒
「
ゆ
き
わ
ら

べ
」
を
飲
ん
だ
り
、
も
ち
を
食
べ
る
姿
な
ど
を
審

査
し
て
決
め
る
「
ゆ
き
わ
ら
べ
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
」
に
八
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。
二
人

一
組
で
も
ち
を
つ
い
て
も
ら
い
、
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
審
査
す
る
「
も
ち
大
使
」
に
五
組
が
出
場

し
ま
し
た
。
両
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
出
場
者
と
も
、

審
査
員
や
大
勢
の
観
客
が
見
つ
め
る
中
、
用
意
さ

れ
た
名
寄
産
の
原
料
を
使
っ
た
も
ち
や
煎
餅
な
ど

を
お
い
し
そ
う
な
表
情
で
口
の
中
に
ほ
お
ば
っ
た

り
、
気
合
を
入
れ
て
力
強
く
豪
快
に
も
ち
を
つ
く

な
ど
、
会
場
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
、

大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

も
ち
米
作
付
面
積
日
本
一
に
伴
っ
て
昨
年
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
巨
大
も
ち
つ
き
で
は
、
今
年
も
直

径
三
・
二
メ
ー
ト
ル
石
う
す
を
使
い
、
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
で
直
径
四
十
セ
ン
チ
の
丸
太
を
つ
り
下
げ
、

来
場
者
と
一
緒
に
青
年
部
員
が
一
俵
（
六
十
キ
ロ
）

の
も
ち
を
つ
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
人
気
企
画
で
あ
る
牧
草
ロ
ー
ル

転
が
し
レ
ー
ス
を
開
催
。
牧
草
ロ
ー
ル
を
三
人
一

組
で
五
十
メ
ー
ト
ル
転
が
す
タ
イ
ム
レ
ー
ス
で
、

三
人
で
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
賞
金
獲
得
を
狙
っ
て

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
各
団
体
に
よ
る
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
、

名
寄
産
「
は
く
ち
ょ
う
も
ち
」
を
原
料
と
す
る
伊

勢
の
「
赤
福
」
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
お
し

る
粉
の
無
料
配
布
、
ヤ
ギ
や
ヒ
ツ
ジ
な
ど
と
触
れ

合
え
る
ミ
ニ
動
物
園
や
乳
牛
の
乳
し
ぼ
り
体
験
コ

ー
ナ
ー
等
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
健
康
の
森
一
周

の
ト
ラ
ク
タ
ー
馬
車
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
も
用

意
さ
れ
、
多
く
の
人
た
ち
が
ま
つ
り
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。
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七
月
八
日
、
名
寄
市
健
康
の
森
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
、
ふ
れ
あ
い
交
流
会

と
し
て
農
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
青
年
部
名
寄
支
部
が
主
体
と

な
っ
て
行
わ
れ
、
百
十
五
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
天
候
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
日
和

の
快
晴
と
な
り
、
各
班
に
ス
コ
ア
ラ
ー
が

付
き
添
い
三
〜
五
名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
自
慢
の
腕
を
競
い
合
い
ま

し
た
。

年
に
一
度
の
交
流
の
場
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
参
加
者
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
の
中
で
プ
レ
ー
し
親
睦
を
深
め
る

一
方
で
各
賞
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

成
績
は
以
下
の
通
り
で
す
。

【
個
人
賞
】

総
合
ト
ッ
プ
賞

柴
田
　
信
雄
（
共
和
）

ブ
ー
ビ
ー
賞

中
田
　
雅
治
（
曙
）

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

黒
井
　
　
徹
（
曙
）

太
田
　
尚
光
（
旭
東
）

木
田
　
紀
孝
（
弥
生
）

【
男
性
Ａ
の
部
】（
六
十
六
歳
以
上
）

一

位
　

藤
田
　
和
雄
（
共
和
）

二

位
　

谷
野
　
勇
治
（
日
彰
）

三

位
　

加
藤
東
一
郎
（
共
和
）

【
男
性
Ｂ
の
部
】（
十
九
歳
〜
六
十
五
歳
）

一

位
　

柴
田
　
信
雄
（
共
和
）

二

位
　

鷲
見
　
明
久
（
日
彰
）

三

位
　

沖
沢
　
道
弘
（
旭
東
）

【
女
性
Ａ
の
部
】（
六
十
六
歳
以
上
）

一

位
　

鷲
見
　
幸
子
（
日
進
）

二

位
　

藤
田
　
政
子
（
共
和
）

三

位
　

那
須
エ
イ
子
（
緑
丘
）

【
女
性
Ｂ
の
部
】（
十
九
歳
〜
六
十
五
歳
）

一

位
　

木
田
　
景
子
（
弥
生
）

二

位
　

高
橋
八
千
代
（
曙
）

三

位
　

加
藤
　
敏
子
（
共
和
）

【
団
体
賞
】

一

位
　
　
旭
東

二

位
　
　
中
名
寄

三

位
　
　
弥
生

四

位
　
　
共
和

五

位
　
　
日
進

六

位
　
　
大
橋

七

位
　
　
緑
丘

八

位
　
　
曙

九

位
　
　
Ｊ
Ａ
・
青
年
部

十

位
　
　
砺
波

十
一
位
　

内
淵

十
二
位
　

豊
栄

十
三
位
　

瑞
穂

名
寄
地
区
第
7
回
農
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
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七
月
十
四
日
「
智
恵
文
ふ
る

さ
と
祭
り
」
が
、
カ
ル
ビ
ー
倉

庫
前
集
出
荷
施
設
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
、

山
田
青
年
部
長
が
実
行
委
員
長

と
な
り
部
員
は
忙
し
い
農
作
業

の
な
か
何
度
も
会
議
を
開
催

し
、
地
域
全
体
が
ひ
と
つ
に
な

り
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
は
何
か
を
議
論
し
た
結

果
、「
今
年
は
ゆ
っ
く
り
地
域

の
み
ん
な
が
過
ご
せ
る
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
が
い
い
の
で
は
」
と

考
え
企
画
し
ま
し
た
。

当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
ま
さ

に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
日
和
と
な
り
、

午
前
十
一
時
か
ら
中
島
道
昭
組

合
長
の
乾
杯
を
合
図
に
ス
タ
ー

ト
し
、
会
場
で
は
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
の
他
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、

ド
ン
菓
子
等
が
販
売
さ
れ
、
子

供
用
露
店
で
は
輪
投
げ
・
ヨ
ー

ヨ
ー
す
く
い
等
も
用
意
さ
れ
て

お
り
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
地

域
の
全
員
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
北
鼓
童
な
よ
ろ
に
よ
る

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
演
舞
や
、
青

年
部
企
画
に
よ
る
「
ミ
セ
ス
智

恵
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
行
わ
れ
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
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七
月
十
八
日
、
風
連
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
て
風
連
地
区
組
合
員
対
象
の
ふ
れ
あ
い

交
流
会
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
が
催
さ
れ
、

家
族
連
れ
や
友
人
を
連
れ
添
っ
た
組
合
員

約
三
百
名
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
鳥
串
や
焼
き
そ
ば
、
た
こ
焼

き
や
お
に
ぎ
り
等
が
販
売
さ
れ
、
中
島
道

昭
組
合
長
の
開
会
挨
拶
と
共
に
生
ビ
ー
ル

で
乾
杯
を
し
ま
し
た
。

当
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
お
楽

し
み
抽
選
会
で
は
、
二
百
本
余
り
の
賞
品

が
用
意
さ
れ
、
洗
剤
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
始

ま
り
商
品
券
や
タ
ラ
バ
蟹
な
ど
の
豪
華
な

賞
品
の
当
選
番
号
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
る

度
に
歓
声
が
上
が
り
、
会
場
は
大
変
な
盛

り
上
が
り
の
内
に
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。
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の
中
ボ
ー
ル
を
追
っ
て
威
勢
の
良

い
掛
け
声
が
飛
び
交
い
、
今
年
の

結
果
は
風
連
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。
試
合
後
は
名

寄
市
内
に
て
懇
親
会
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
が
更
な
る
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

七
月
六
日
、
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ

青
年
部
が
名
寄
市
健
康
の
森
に
て

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
と
し
て
、
サ
ッ

カ
ー
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
名
寄

支
部
チ
ー
ム
、
智
恵
文
支
部
チ
ー

ム
、
風
連
支
部
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
総
当
た
り
戦
を
行
い
、
炎
天
下

視
察
先
は
滝
川
に
あ
る
滝
川
種
苗

生
産
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、「
北
の
プ

ラ
グ
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
野
菜
や

花
卉
の
苗
を
生
産
し
て
い
る
施
設

を
見
学
し
ま
し
た
。
現
在
は
プ
ラ

グ
苗
及
び
接
木
苗
の
生
産
を
し
て

お
り
そ
の
規
模
は
道
内
最
大
で
、

普
段
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い

作
業
に
部
員
の
皆
さ
ん
は
大
変
に

興
味
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
日
頃

の
農
作
業
に
生
か
せ
れ
ば
と
勉
強

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

午
後
か
ら
は
、「
妹
背
牛
温
泉

ペ
ル
ル
」
に
て
昼
食
を
済
ま
せ
、

旭
川
の
イ
オ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
を
訪
れ
、
お
土
産
を
買
う

な
ど
ゆ
っ
く
り
と
買
い
物
を
楽
し

ん
だ
よ
う
で
す
。

開
催
日
時
　
平
成
十
九
年

七
月
十
日

参
加
部
員
数
　
十
三
名

七
月
十
日
、
女
性
部
智
恵
文
支

部
視
察
研
修
が
行
わ
れ
、
部
員
十

三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の

青年部
スポーツ
交流会
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「仕事と生活にケジメがあるといいな」「たまには休みや自由な時間が欲しい」「老後

は、どうなるのかな」「労働に見合った給与があったらな」「新たに○○を導入したいけ

ど、家族は協力してくれるかな」と思っていても、家族に話す機会が作れない、どうや

って話し合ったらいいかわかないと悩んでいませんか。家族全員が経営や生活につい

て、話し合うことが「快適な生活や経営の充実と発展」につながります。そのために

は、家庭の中でも『農場と言う職場のルールづくり＝家族経営協定』が有効です。

そこで、名寄市では『十分に話し合いを行い、役割分担を明確にし、責任とやる気

が発揮され、個々の農業経営の発展を

目指す』ことを目的に「名寄市家族の

樹づくりプロジェクト」（名寄市農業委

員会、農務課、ＪＡ道北なよろ、普及

センターで組織）を設立しました。この

機会に家族のルールを整理しましょう。

なお、協定に関する詳細については、

今後折り込み資料を随時発行しますの

で、ご覧下さい。

●名寄市の家族経営協定締結数
農業委員会に届けられている家族経営協定の締結

数は、34戸となっています（平成19 年４月現在）。

取り決め範囲の約60％が経営主～・息子・娘（図

１）、また、全戸が経営方針の決定、農業面の役割

分担、経営移譲についての取り決めを行っています

（図２）。

家族のルールづくりを考えよう
～家族経営協定（家族の話し合い

による共同参画）で、経営の充実と発展を～

40 
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5 

0

経営方針の決定 農業面の役割分担 経営移譲 収益配分 労働時間  休日 労働報酬 

3％ 

5858％ 

3939％ 

58％ 

39％ 

経営主～配偶者 

経営主～息子・娘 

経営主～配偶者～息子・娘 

図1 取り決め範囲

名寄市

家族の樹づくり

プロジェクト

図2 取り決め内容
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ほ場を選定する

注意１：雑草の少ないほ場を選ぶ
注意２：透排水性の良いほ場を選ぶ
注意３：土壌pHを測定し、低pHほ場では作付しない

サブソイラーを施工する

注意１：必ずほ場が乾いている時に施工する
注意２：転作田では簡易明渠等で表面排水を除去する

プラウで反転する

注意１：ほ場が乾いている時に施工する

ロータリーで粗く、整地する

注意１：酸度矯正が必要なほ場は石灰資材を散布す
る

注意２：必ずほ場が乾いている時に施工し、練り返
しは避ける

注意３：砕土が細かすぎると土壌表面が堅く締まり越冬率が低下するので
ゴロ（土塊）が残る程度に整地する

初冬まき専用機またはグレンドリルでは種する

注意１：グレンドリルでは、ほ場が乾いている時の
は種作業が望ましい

注意２：初冬まき専用は種機は、クローラートラク
ターを使用する

注意３：種子消毒が必要、は種量は 20㎏/10ａを基準とする

春まき小麦初冬まき栽培ほ場準備について
近年、春まき小麦はムギキモグリバエの被害により、茎数不足等を生じ著しく収量低下を招いています。ムギ
キモグリバエによる被害軽減の１つの方法として春まき小麦の初冬まき栽培があります。
ＪＡ道北なよろにおいても、風連地区を中心に初冬まき栽培の面積が増加傾向にありますが、初冬まき栽培が
成功するか否かは、ほ場の選定とほ場作りにあると云っても過言ではありません。
越冬率を向上させる為には、下記の注意事項を必ず守り、ほ場準備に当たりましょう。

表　初冬まき栽培の作業時期とポイント

作業時期

９月～10月

９～10月

10月

10月下旬

11月上旬

ほ 場 選 定 か ら は 種 作 業 の ポ イ ン ト



広報ＪА道北なよろ

☆堆肥化→水田へ還元又は畑地へ投入
・水田：ワキをなくして有機物供給が可能(△散布方法に課題が残る)。

・畑地：生産性向上

☆稲わら(籾殻)→畑地へのすき込み
・堆肥化して散布できない場合でも、直接すき込むことで有機物施用効果が得られる。

☆飼料化→肉牛飼料へ
・国産稲わら確保の各種事業が利用できる。

・コストや労働面は堆肥化より有利である。(△条件整備が課題。①飼料品質や②供給

先の確保、③保管方法、④運賃、⑤供給量)

☆家畜敷料やふん尿の水分調整材として提供し、堆肥の供給を受ける。

稲わら焼却は農業を営むために決してやむを得ないものではありません。稲わらや
籾殻は土づくりのための大切な財産ですので、回収して堆肥化後散布や直接畑地へ
施用するなど、有効利用しましょう。

稲わらの利用方向と利点
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七
、
平
成
十
九
年
度
理
事
に
対
す
る
貯
金

担
保
貸
付
金
及
び
共
済
担
保
貸
付
金

の
包
括
事
前
承
認
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

八
、
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

九
、
金
利
設
定
会
議
要
領
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

提
案
通
り
決
定

十
、
南
瓜
集
出
荷
施
設
新
築
工
事
に
つ
い

て
提
案
通
り
決
定

十
一

、
選
果
セ
ン
タ
ー
荷
受
吹
抜
き
新
築
工

事
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

十
二

、
智
恵
文
七
号
倉
庫
床
舗
装
工
事
に
つ

い
て提

案
通
り
決
定

十
三

、
振
興
作
物
推
進
策
実
施
要
領
に
つ
い

て

４月23日…………第３回定例理事会
５月29日…………第４回営農委員会

29日…………第５回総務委員会
30日…………第３回購買委員会
30日…………第４回定例理事会
30日………………第３回監事会

６月13日…………第５回営農委員会
13日…………第４回購買委員会
18日～22日

………第一四半期監事監査
25日…………第６回営農委員会
26日…………第６回総務委員会
27日…………第５回定例理事会

７月２日……………………棚卸監査
11日…第１回市街地再開発事業特別委員会
17日…………第７回総務委員会
20日…………第７回営農委員会
23日…………第５回購買委員会
24日…………第６回定例理事会

ＪАのあゆみ

提
案
通
り
決
定

十
四

、
平
成
十
九
年
度
役
員
報
酬
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

十
五

、
役
員
退
任
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
平
成
十
九
年
度
役
員
研
修
計
画
に
つ

い
て

二
、
名
寄
市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
の

設
置
に
つ
い
て

三
、
市
街
地
再
開
発
事
業
特
別
委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て

第
五
回
理
事
会

開
催
日
　
六
月
二
十
七
日

一
、
定
例
監
査
講
評
に
つ
い
て

監
事
会
報
告
通
り
決
定

二
、
規
程
類
管
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ

い
て提

案
通
り
決
定

三
、
文
書
管
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
提
案
通
り
決
定

四
、
経
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

五
、「
こ
め
ご
こ
ろ
」
の
Ｊ
Ａ
直
売
（
独
自

共
計
）
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

六
、
ア
ス
パ
ラ
シ
ュ
リ
ン
カ
ー
故
障
に
伴

う
導
入
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

七
、
平
成
二
十
年
度
中
国
研
修
生
受
入
事

業
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
て
し
お
が
わ
土
地
改
良
区
質
権
設
定

に
つ
い
て

第
六
回
理
事
会

開
催
日
　
七
月
二
十
四
日

一
、
職
員
就
業
規
則
及
び
準
職
員
就
業
規

則
並
び
に
給
与
規
程
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
、
母
性
健
康
管
理
の
措
置
に
関
す
る
規

程
及
び
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

三
、
外
部
出
資
（
株
式
）
の
取
得
に
つ
い

て
提
案
通
り
決
定

四
、
畜
産
環
境
リ
ー
ス
の
貸
付
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

五
、
風
連
ア
グ
リ
エ
イ
ト
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
助
成

要
請
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
上
川
Ｒ
Ｔ
名
寄
工
場
の
色
彩
選
別
機

の
導
入
に
つ
い
て

二
、
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
か
ら
の
要
請
事
項

に
つ
い
て

第
四
回
理
事
会

開
催
日
　
五
月
三
十
日

一
、
平
成
十
九
年
度
余
裕
金
の
運
用
に
つ

い
て提

案
通
り
決
定

二
、
給
与
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

三
、
固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

四
、
平
成
十
八
年
度
業
務
報
告
書
の
行
政

庁
提
出
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

五
、
平
成
十
九
年
度
信
用
の
供
与
等
に
係

る
限
度
額
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

六
、
組
合
と
理
事
と
の
契
約
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

理
事
会
の
経
過

寺
嶋

悌

平
成
１９
年
６
月
３０
日

購
買
部
農
機
車
輌
課
農
機
車
輌
係
主
任（
風
連
）

〜
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
〜
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13

○
○
○
○
○
○
議
員
の
議
員

バ
ッ
ジ
に
つ
い
て
い
る
モ
ー

ル
の
色
は
赤
紫

16

地
球
の
○
○
○
○
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
空
も
や
っ
ぱ
り
青
い

18

ミ
ル
ク
を
出
す
○
○
の
体
は

白
黒
ま
だ
ら
模
様

20

張
り
替
え
た
ば
か
り
の
○
○

○
表
の
色
は
青
々

23

夜
の
○
○
○
に
外
に
出
て
み

れ
ば
空
は
漆
黒

26

○
○
に
食
わ
さ
な
い
秋
茄
子

の
色
は
紫
紺

28

狼
に
だ
ま
さ
れ
る
女
の
子
が

か
ぶ
っ
て
い
た
○
○
○
の
色

は
赤

30

地
球
の
外
側
を
回
る
赤
い
惑

星

32

お
で
ん
種
の
こ
の
練
り
物
の

焼
き
目
は
茶
色

33

も
っ
と
も
一
般
的
な
金
魚

35

ケ
ロ
ロ
軍
曹
の
体
の
色

36

紫
外
線
の
影
響
で
お
肌
に
で

き
る
黒
ず
み

37

ス
イ
ス
の
○
○
○
は
赤
地
に

白
十
字

38

Ｊ
リ
ー
グ
の
○
○
○
レ
ッ
ズ

の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
は
赤

39

○
○
の
お
尻
は
真
っ
赤
っ
か

41

秋
に
黄
色
く
色
づ
く
落
葉
樹

44

赤
い
と
こ
ろ
が
値
打
ち
の
尾

頭
付
き
の
魚

46

ト
ラ
ン
プ
の
ス
ペ
ー
ド
と
○

○
○
は
黒

48

○
○
○
の
卵
の
数
の
子
が
黄

色
い
ダ
イ
ヤ
と
呼
ば
れ
た
時

代
も
あ
る

49

墨
の
黒
と
灰
色
の
濃
淡
で
描

く
絵
画

50

○
○
○
に
赤
く
丸
を
描
け
ば

日
本
の
国
旗

51

○
○
○
の
主
役
に
な
る
鵜
の

色
は
真
っ
黒

52

○
○
名
物
の
和
菓
子
は
赤
福

１
　
駄
菓
子
屋
の
食
紅
た
っ
ぷ
り

の
ス
モ
モ
を
食
べ
る
と
○
○

は
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た

３
　
大
豆
か
ら
作
る
白
い
食
材

６
　
ア
ニ
メ
の
○
○
○
の
『
ぼ
の

ぼ
の
』
は
な
ぜ
か
青
色

９
　
赤
い
靴
は
い
て
た
女
の
子
が

異
人
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
行

っ
て
し
ま
っ
た
の
は
こ
の
港

か
ら

11

今
に
も
枝
か
ら
落
ち
ん
ば
か

り
に
赤
く
実
っ
た
柿

14

世
阿
弥
が
完
成
さ
せ
た
○
○

の
舞
台
の
揚
幕
の
色
は
五
色

15

帝
国
主
義
○
○
○
を
叫
ん
だ

ロ
シ
ア
革
命
の
旗
は
赤
旗

17

紀
伊
国
屋
文
左
衛
門
が
○
○

○
○
か
ら
江
戸
へ
運
ん
だ
ミ

カ
ン
の
色
は
蜜
柑
色

19

学
生
服
の
第
二
○
○
○
は
鈍

い
金
色

１
　
赤
い
緊
急
車
両

２
　
ゆ
で
る
と
赤
く
な
る
八
本
足

３
　
赤
い
ケ
チ
ャ
ッ
プ
の
原
料

４
　
日
本
一
の
○
○
の
山
を
い
ろ

ど
る
白
雪

５
　
青
緑
色
の
銅
の
さ
び

７
　
○
○
を
ふ
り
か
ざ
す
猛
牛
を

あ
や
つ
る
闘
牛
士
の
赤
い
布

８
　
お
め
で
た
い
時
に
配
る
饅
頭

の
色

10

結
婚
が
○
○
○
に
な
っ
て
顔

は
真
っ
青
、
お
先
真
っ
暗

12

北
国
の
大
地
を
白
く
染
め
る

空
か
ら
の
贈
り
物

答
え
の
解
っ
た
方
は
、
本
誌
に
添
付
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書

い
て
送
付
し
て
下
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
＝
〇
一
六
五
五
―
三
―
四
〇
三
七

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
五
名
様
に
『
Ａ
コ
ー
プ
商
品
券
』

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
致
し
ま
す
。

多
数
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
締
切
＝
平
成
十
九
年
十
月
三
十
一
日
【
消
印
有
効
】

ＨＧＦＥＤＣＢＡ
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ア
ケ
テ
カ
ラ
ノ
オ
タ
ノ
シ
ミ

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
次
の
五

名
の
方
に
商
品
券
を
贈
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）

越
　
智
　
和
　
美
（
風
　
連
）

土
　
屋
　
和
　
恵
（
名
　
寄
）

村
　
上
　
武
　
治
（
名
　
寄
）

尾
　
関
　
幸
　
子
（
智
恵
文
）

本
　
間
　
満
　
夫
（
風
　
連
）

21
『
う
る
星
や
つ
ら
』
の
○
○
ち

ゃ
ん
の
ビ
キ
ニ
は
黄
色
と
黒

の
ツ
ー
ト
ー
ン

22

天
然
の
ブ
リ
は
○
○
○
○
○

の
ブ
リ
よ
り
身
が
赤
い

24

し
ろ
う
と
が
黄
色
い
声
を
張

り
上
げ
て
○
○
を
唄
う
よ

25

モ
ノ
ク
ロ
写
真
の
○
○
は
白

黒
が
反
転

26

犯
罪
の
○
○
○
が
晴
れ
れ
ば

ク
ロ
か
ら
シ
ロ
へ

27

Ｊ
リ
ー
グ
○
○
○
エ
ス
パ
ル

ス
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
は
鮮
や

か
な
オ
レ
ン
ジ
色

29

海
中
で
は
茶
褐
色
な
の
に
、

味
噌
汁
の
具
に
な
る
と
緑
色

に
な
る
海
藻

31

○
○
○
海
老
蔵
家
に
ゆ
か
り

の
色
は
海
老
茶

34

卵
の
中
心
に
あ
る
黄
色
い
固

ま
り

36

夏
の
甲
子
園
の
○
○
○
の
大

優
勝
旗

37

○
○
○
○
○
○
○
局
長
が
率

い
た
新
撰
組
の
羽
織
は
浅
葱

色
に
白
の
だ
ん
だ
ら

40

肉
料
理
に
は
赤
、
魚
料
理
に

は
白
が
一
般
的
な
お
酒

42

正
月
の
飾
り
に
も
な
る
こ
の

木
は
い
つ
も
緑

43

ラ
イ
ラ
ッ
ク
と
も
い
う
こ
の

花
の
色
は
薄
い
紫

45

皇
室
の
紋
章
の
こ
の
花
は
黄

色

47

フ
ッ
ク
船
長
を
つ
け
狙
う
チ

ク
タ
ク
○
○
の
体
は
緑
色

49

紫
や
黄
色
の
も
の
も
あ
る
ク

リ
ス
タ
ル

53

紅
色
に
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
○
○

の
素
材

54

目
玉
焼
き
の
黄
身
以
外
の
部

分

55

○
○
○
す
る
と
、
髪
に
白
い

も
の
が
混
じ
り
出
す

56

○
○
○
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
テ
ー

マ
カ
ラ
ー
は
白
地
に
赤
、
緑
、

青

57

ス
ク
ー
ル
水
着
の
色

58

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー

グ
ル
ス
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
で

あ
る
黒
み
を
帯
び
た
紅
色

今
年
も
あ
と
半
年
、
早
い
で

す
ね
。
春
か
ら
暑
い
日
、
寒
い

日
、
農
作
業
進
ん
だ
り
、
遅
れ

た
り
・
・
・
ど
ん
な
夏
、
秋
が

く
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
や
は
り

豊
作
で
あ
り
た
い
で
す
。

風
連
町
日
進
　
山
中
紀
美
江

☆
し
ば
ら
く
雨
の
降
ら
な
い
日

が
続
き
ま
し
た
が
、
水
稲
は
順

調
の
よ
う
で
す
ね
。
こ
の
ま
ま

台
風
な
ど
の
影
響
無
く
収
穫
で

き
る
と
い
い
で
す
ね
。

暑
い
日
が
続
き
ま
す
ね
。
皆

様
御
体
に
気
を
つ
け
て
頑
張
っ

て
下
さ
い
。

名
寄
市
弥
生
　
北
川
　
光
子

☆
七
月
八
月
の
暑
さ
は
異
常
で

し
た
ね
！
こ
れ
か
ら
朝
晩
は
特

に
冷
え
込
み
ま
す
。
皆
さ
ん
体

調
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

五
月
に
日
進
百
周
年
の
記
念

に
サ
ッ
ポ
ロ
ド
ー
ム
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
ヤ
ク
ル
ト
対
日
本

ハ
ム
の
試
合
で
し
た
。

生
ヒ
チ
ョ
リ
（
森
本
）
が
出

て
て
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

風
連
町
日
進
　
金
子
　
笑
子

☆
羨
ま
し
い
で
す
！
試
合
結
果

は
ど
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

今
年
も
今
の
勢
い
の
ま
ま
優

勝
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

今
年
の
夏
は
暑
い
の
か
な
？

何
回
行
け
る
か
な
…
…
海
・
プ

ー
ル
・
温
泉
・
キ
ャ
ン
プ
。

と
言
っ
て
も
、
農
作
業
を
し

て
い
る
と
無
理
か
も
…
…
。

自
分
で
う
ま
く
調
整
し
て
、

子
供
達
を
な
る
べ
く
楽
し
ま
せ

て
あ
げ
た
い
な
ァ
・
・
・
。

風
連
町
日
進
　
山
本
　
守
幸

☆
暑
か
っ
た
で
す
ね
！
天
気
予

報
で
は
ま
だ
ま
だ
残
暑
も
厳
し

い
と
か
？
い
っ
ぱ
い
遊
び
に
連

れ
て
行
っ
て
あ
げ
ら
れ
ま
し
た

か
？
冬
は
温
泉
と
ス
キ
ー
で

す
！
家
族
サ
ー
ビ
ス
い
っ
ぱ
い

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
！

声
の
広
場
で
は
皆
さ
ん
の
投

稿
を
載
せ
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
が
パ
ズ
ル
の
解
答
を
含
め

て
ハ
ガ
キ
の
返
信
数
が
減
っ
て

い
ま
す
（
泣
）
逆
を
言
え
ば
、

解
答
し
て
頂
け
れ
ば
当
選
す
る

チ
ャ
ン
ス
が
高
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
！

も
ち
ろ
ん
解
答
だ
け
を
書
い

て
送
っ
て
頂
い
て
も
全
く
問
題

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
応
募
を
ド
シ
ド
シ
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
同
時
に
広
報
に

対
し
て
の
ご
意
見
ご
要
望
も
随

時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
些

細
な
事
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の

で
、
何
か
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是

非
投
稿
し
て
下
さ
い
。

声
の
広
場
に
採
用
さ
れ
た
方

に
も
、
さ
さ
や
か
で
す
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
送
ら
せ
て
頂
い
て
ま

す
。次

号
は
新
年
号
で
す
。
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農業者年金制度の仕組みをご紹介しますので、ぜひ、加入をご検討ください。

１．安定した年金の財政運営ができる仕組みです
将来の年金受給に必要な原資をあらかじめ自分で積み立て、運用実績により受給額が決まる確定拠出型年金
であるため、安定した年金の財政運営ができます。
運用利回りの状況等に応じて保険料が引き上げられることはありません。

２．農業に従事する方は広く加入できます
国民年金の第１号被保険者で年間６０日以上農業に従事する６０歳未満の方は誰でも加入できます。また、
加入期間にかかわらず支払った保険料は将来年金として受給できます。
３．保険料の額は自由に決められます
毎月の保険料は、「通常加入」の場合、基本が２万円で、最高６万７千円まで千円単位で自由に決められま
す。また、いつでも変更が可能です。
４．80歳までの保証が付いた終身年金です
年金は終身にわたって受け取れます。また、万一８０歳前に死亡した場合でも、死亡の翌月から８０歳まで
に受給できたはずの年金の額を死亡一時金として遺族が受け取れます。
５．税制面でのメリットがあります
支払った保険料は全額（年額１２万円～８０万４千円）が社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税
が節税になります。さらに将来受け取る農業者年金についても公的年金等控除が適用（６５歳以上の方は公的
年金等の合計額が１２０万円までは非課税）されます。
６．意欲のある担い手は保険料の助成が受けられます
農業所得が９００万円以下で、６０歳までに２０年以上加入することが見込まれる人が、下の表の要件を
満たす場合は、基本となる保険料（２万円）のうち、２割から５割の助成（政策支援）を受けることができま
す。同一経営内での夫婦や親子など複数の方も同時に政策支援が受けられます。なお、政策支援を受けている
間は基本となる保険料２万円を超えて保険料を増やすことはできません。

保険料の助成対象者と助成額

◆政策支援部分の年金（特例付加年金）の受給について
政策支援を受けた方の特例付加年金は、農地、採草放牧地および農業用施設の権利移転等を行い、農業経
営者でなくなれば受給することができます。６５歳からの受給が基本ですが、それ以前に経営継承した場合
は、農業者老齢年金とあわせて６０歳からの繰上受給ができますし、６５歳以降に経営継承した場合は、その
ときから受給できます。
年齢制限はありません。経営継承しなかった場合でも農業者老齢年金は受給できます。
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農業者年金の加入についてのお申し込み、お問い合わせは

ＪＡ道北なよろ 本所・名寄支所・智恵文支所総務課農業者年金相談窓口へ

区　分
１

２

3

4

5

要　　　　　　件
認定農業者で青色申告者

認定就農者で青色申告者

区分１または２の者と家族協定を締結し経営に参画している配偶者
または後継者

認定農業者または青色申告者で３年以内に両方の要件を満たすこと
を約束した者

３５歳未満の後継者で３５歳まで（２５歳未満の者は１０年以内）
に区分１の者となることを約束した者

35歳未満
10,000円（5割）

10,000円（5割）

10,000円（5割）

6,000円（3割）

6,000円（3割）

35歳以上
6,000円（3割）

6,000円（3割）

6,000円（3割）

4,000円（2割）

－
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自動車の車検を受ける際に新たな「自賠責共済」を交付しなければなりませんが、ご承知

のとおり土曜日はＪＡ窓口が休業日のため「自賠責共済」を交付できません。

ついては、土曜日・祝日等緊急を要する場合には下記のＪＡ共済代理店にて交付すること

が出来ますのでディーラー又は整備工場の担当者に申し付けて下さい。ただしこの場合は現

金での対応となりますの宜しくお願いいたします。

※自賠責共済を他社と契約しますと自動車共済でのセット割引が消滅します。

JA共済からのお知らせ

☆ＪＡ共済代理店

有限会社 村上自動車工業
名寄市字徳田51番地（国道40号線沿い）

電話 01654－2－3141
（金融共済部　共済課）
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●キャンペーン期間 

9/3�～11/30�まで JAローン 
秋の「統一金利優遇」キャンペーン 

詳
し
い
内
容
は
、
金
融
窓
口
に
お
気
軽
に 

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

マイホームの新築・購入、リフォームからローンの 
借換まで住宅ローンプランにお応えします。 
（三大疾病付住宅ローンの取扱については金融窓口へお問い合わせ下さい） 

車ご購入等のカーライフのことならおまかせください。 
ラクラク金利であなたの夢をかなえます。 

高校以上に学校へ進学時または就学中のお子様の学費に。 
教育ローンがお役に立ちます。 

※ローン商品の詳しい内容については、店頭に説明書をご用意しております。 
※ローンのご利用は、当ＪＡ所定の資格・要件を満たす方に限らせていただきます。 
※上記キャンペーン金利は、金融情勢等の変化により見直しさせていただく場合があります。 

住宅ローン 
（3年・5年固定型） 

マイカーローン 

教育ローン 

住宅ローン 
（3年・5年固定型） 

マイカーローン 

教育ローン 

マイカーローン 

教育ローン 教育ローン 
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